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1. は じ  め  に

コンクリー ト床版の疲労劣化が顕在化している
11コ ン

クリート床版の損傷状況は図 1に見られるように床版上面

が土砂状になる場合もある。この主な原因はコンクリート

床版上面に供給された水によるものと考えられ,そ の対策

として床版防水工が敷設されている。

図2に橋面舗装構成について高速道路の例を示すが,平

成 10年度以前の橋面舗装厚さは75 mmで あり, コンクリ

ート床版上では表層,基 層ともに密粒度アスファルト混合

物が採用されていた。流動性対策として表層混合物には改

質Ⅱ型アスファル トが使用される場合もあった。この時の

設計の考え方は,雨 水などの路面排水は表層から舗装内に

浸透することなく,す べて舗装表面から排水ますに排水さ

れるとしていた。このため,舗 装表面から下の水抜きを考

慮していない排水ますの構造も多 く存在 した.平 成 10年

から表層混合物に排水性舗装が本格採用され,不 透水と考

えることのできる基層の密粒度混合物の厚さが 35 mmと

薄くなったため,基 層混合物の下に床版防水工が義務付け

られた.現 行のコンクリート床版仕上げ時の不陸の許容値

が±25 mmで あることから,基 層厚さが 35 mmで は最低

基層厚さ10 mmの箇所が出てくることになり,最 大粗骨

材寸法 13 mmの密粒度混合物を舗設することができない

不具合が生じる。その問題を克服するため,平 成 13年か

ら基層厚さを60 mmと し, さらにより水密性の高いとさ

れる砕石マスチックアスファル ト混合物 (SMA)が 基層

混合物に採用されることとなった。SMAは 端部の締固め

を十分にできないことから,床 版防水工を設けることとし

ている
21

しかしながら,こ の橋面舗装構成が良いものか否かを確

認したものはなく,特 に床版防水工を用いた場合の問題点
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図 1 コ ンクリート床版の損傷状況

十鋳本皿

図2 橋 面舗装構成の変遷 (高速道路の例)

が明らかにされていない。これまでの研究で明らかとなっ

たことは,床 版防水工を敷設すると,そ の上のアスファル
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卜混合物の 1)密 度が低下し流動性が増加すること
3)2)

凍結融解抵抗性が低下すること
413)吸
水性が増加するこ

と
5)4)透

水性が低下すること
のである。そこで,本 文で

は床版防水工を敷設した時の問題点の把握として,常 温に

おける基層アスファル ト混合物のひびわれ追従性について

検討したので,そ の結果を報告する。

2.床 版防水工の有無による基層混合物のひびわれ発生状

況確認試験

2.1 実験概要

図 3に示すように,平 面長さ250 mm X 15011m■, コン

クリー ト版 (厚さ50 mm)の 中央に幅 2mm程 度の貫通し

た切れ目を入れ,シ ー ト系防水工を敷設,塗 膜系防水工を

敷設,防 水工なしの3種類の供試体とし,そ の上に基層混

合物を想定して施工性の良い密粒度アスファル ト混合物

(厚さ35 mm)を 舗設 し,供 試体を作製した。使用した床

版防水工および密粒度アスファル ト混合物 (以下 「アスフ

ァル ト混合物」という。)の 配合は前報
のと同じである。

これらを単純支持し,ホ イ
ール トラッキング試験機を用い

て輪荷重 を載荷 した。輪荷重 は幅 50 mmで 接 地圧

0.6272N/mm2と なるようゴム硬度を調節 し,常 温で載

荷 した。試験温度は18.8°C～ 23.9°Cで あった。

2.2 実験結果および考察

図4に床版防水工の有無でのひびわれ発生状況を示 し

た。

a)シ ート系防水工を用いた供試体

輪荷重 600往復で床版防水工とコンクリート版の界面の

付着切れが進行 した。輪荷重 5400往復終了後の付着切れ

状態は図4(a)の ようになった。

b)塗 膜系防水工を用いた供試体

輪荷重 120往復でアスファルト混合物と床版防水工の界

面の付着切れが観察され,輪 荷重 600往復で付着切れ領域

が急激に進展 した。輪荷重 5400往復終了後の付着切れ状

態は図4(b)の ようになった。

c)床 版防水工なしの供試体

輪荷重 30往復でアスファル ト混合物にひびわれが発生 し

た。輪荷重 600往 復でコンクリー ト版のスパ ン中央が

10 mm撓 みきった.そ の時の状態を図4(c)に 示した。

図4か ら言えることは,次 のとおりである。

1)床 版防水工は,コ ンクリー ト版に生じたひびわれが開

閉することによリアスファル ト混合物中にひびわれが

伝播することを防ぐ効果がある。

2)床 版防水工なしでは,ア スファル ト混合物中にひびわ

れが伝播する.

3)床 版防水工の種類によって付着切れの生じる界面が異

床版防水工の有無による基層混合物のひびわれ発生状況確
認試験概要

(a)シート系防水工

(b)塗膜系防水工

C)床版防水工なし

図4 床版防水工の有無でのひびわれ発生状況

なる。

4)床 版防水工を敷設すると,異 なる材料の界面の付着切

れが先行 して生じるため,ア スファル ト混合物中への

ひびわれ発生限界が緩和されたと考えられる。

5)床 版防水工なしとすると,床 版防水工を敷設した場合

よりも材料界面の付着強度が大きかったと考えられる。

図5に シート系防水工を使用した実橋梁の橋面舗装のブ

リスタリング状況を示した。この場合はひびわれの開閉に

よる付着切れが原因ではないが,床 版防水工とコンクリー

ト床版との界面の付着切れは,放 置しておけば舗装の広範

囲な損傷に結びつくことが想定される.図 6に 塗膜系防水

工を使用 した実橋梁の橋面舗装のひびわれ状況を示 した。

図 3
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図6 塗膜系防水工使用の実橋梁の橋面舗装ひびわれ

調査の結果,こ の原因は床版防水工とアスファルト混合物

の付着切れによるものと判明した。床版防水工とアスファ

ル ト混合物との界面の付着切れは,水 の供給,温 度上昇お

よび輪荷重走行によリアスファルト混合物のズレや剥離を

生じさせ,損 傷範囲が広範囲になることが想定される.図

6の ひびわれは水が滲んでおり,水 の供給があったことを

表している。

3.基 層混合物の厚さの違いによる基層混合物のひびわれ

発生状況確認試験

3,1 実験概要

図 7に 示すように,平 面長さ250 mm× 150 mm, コン

クリー ト版 (厚さ40 mm)の 中央に幅 2mm程 度の貫通し

た切れ目を入れ,涯 青接着剤 (コンパウンド)を コンクリ

ー ト版上に0.5 kg/m2塗 布 し,基 層混合物を想定した前

節と同じ配合のアスフアルト混合物を厚さ20 mm,40 rrm,

60 mmと して舗設 した供試体を作製 した。これらを単純

支持し,ホ イ
ール トラッキング試験機を用いて輪荷重を載

荷 した.輪 荷重は幅 50 mmで 接地圧 0.6272N/mm2と な

るようゴム硬度を調節 し,常 温で載荷 した.試 験温度は

18.8°C～ 23.9°Cで あった.

基層混合物の厚さの違いによる基層混合物のひびわれ発生

状況確認試験概要

(a)基層アスファル ト混合物層厚 2Clmm

図8 基層混合物層厚の違いによるひびわれ状況

3.2 実験結果および考察

図8に アスフアル ト混合物層厚の違いによる基層混合物

中のひびわれ発生状況を示した。

a)ア スファル ト混合物層厚 20 mm

輪荷重載荷直後でアスファルト混合物に貫通ひびわれが

発生 し,コ ンクリ
ー ト版のスパン中央が 10 mm撓 みきっ

た.そ の時の状態を図8(a)に 示 した。

b)ア スファル ト混合物層厚 40 mm

輪荷重 150往復でアスファルト混合物とコンクリー ト版

の界面の付着切れおよびひびわれが観察され,輪 荷重 600

往復でコンクリー ト版のスパン中央が 10 mm撓 みきった.

その時の状態を図8(b)に 示 した。

c)ア スファル ト混合物層厚 60 mm

輪荷重 1000往復でアスファル ト混合物とコンクリー ト

図 7

図5 供 用中の実橋梁での橋面舗装のブリスタリング

(b)基層アスファル ト混合物層厚40mm

lc)基層アスファル ト混合物層厚60ml■
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版の界面の付着切れが観察された。輪荷重 2500往復でコ

ンクリー ト版のスパン中央が 10 mm撓 みきったが,ア ス

ファルト混合物のひびわれは無かった。その状態を図8(c)

に示した.

この図から言えることは,次 のとおりである.

1)ア スファル ト混合物の厚さによってコンクリー ト版か

らのひびわれ伝播挙動が異なる。

2)床 版防水工なしでコンクリー ト版からアスファル ト混

合物中へのひびわれ伝播を防ぐためにはアスファル ト

混合物の厚さを60 mm以 上にする必要がある。

3)ア スファル ト混合物の厚さを60 mmと した場合,床 版

防水工を敷設した場合と比較すると付着切れ長さが小

さい.

これらのことから,基 層アスファルト混合物の厚さを確

保することは非常に重要であり,そ の厚さの変動が大きけ

れば舗装のひびわれ抵抗性が変動し,舗 装の耐久性に大き

く影響してくることがわかる。高速道路における現行のコ

ンクリー ト床版の表面不陸の許容値は± 25 mmつである

が,舗 装の平坦性の基準値 (新設での許容値は舗装厚の十

10%,-5%,補 修の目安としては4mm)の に比較する

とかなり許容幅がある。鋼道路橋のコンクリー ト床版は,

片持ち張出し施工のPC橋 の床版に比較すると床版の表面

仕上げを行う上での制約条件は少ないものと思われ,コ ン

クリート床版の不陸の許容値を現行よりも抑えることが可

能と思われる。例えばこの許容値を± 10 mm程 度にでも

抑えることができれば,橋 面舗装の耐久性は向上すると思

われる。

4.ま  と  め

本研究により得られた知見は次のとおりである.

1)使 用する床版防水工の種類により付着切れ箇所が異な

る。シー ト系防水工を使用すると床版防水工とコンク

リー ト版の界面,塗 膜系防水工を使用すると床版防水

工とアスファルト混合物の界面が付着切れを起こす。

2)床 版防水工を用いると,材 料界面の付着切れによリア

スファル ト混合物へのひびわれ伝播を防ぐ.

3)床 版防水工を用いた場合の材料界面の付着切れは,温

度上昇,輪 荷重の走行によるひびわれの開閉により発

生し,広 範囲の舗装の損傷につながる可能性がある。

4)床 版防水工なしでは,基 層混合物の厚さを60 mm程 度

にすると付着切れが先行 し基層アスファル ト混合物中

にひびわれが入 りにくくなる。付着切れの長さは床版

防水工を使用した場合より小さい。

床版防水工を敷設した場合,そ の上のアスファルト混合

物の 1)密 度が低下し流動性が増加すること,2)凍 結融

解抵抗性が低下すること,3)吸 水性が増加すること,が

問題点として挙げられた。本研究ではコンクリート床版の

ひびわれの開閉に対 して,材 料界面の付着切れがアスファ

ル ト混合物中へのひびわれを抑制していることを確認でき

た。実験室レベルではアスファルト混合物中へのひびわれ

を抑制するので床版防水工は有効と判断されるが,実 橋梁

においては舗装表面に変状が現れる時点では,広 範囲の材

料界面の付着切れとなつていることが図 5,図 6か らも推

察される.し たがって,橋 面舗装の損傷範囲を最小限にと

どめ通行車両の安全を確保する観点から,シ ー ト系防水工

およびポリウレタン塗膜系防水工をコンクリー ト床版に全

面的に敷設することは極力避けた方がよいものと思われ

る。

対策としては,基 層混合物の厚さを60 mmと すること

でコンクリート床版からのひびわれ伝播を防ぎ,コ ンパウ

ンドを適量塗布することで基層アスファル ト混合物の防水

性を確保し,か つ,ブ リスタリングを防止することが考え

られる。
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3)
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(2002年 8月 19日受理)
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